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新本社ビルにワークスタイル革新のカギを握る
IPコミュニケーションシステムを導入

石川島播磨重工業株式会社

　今、多くの企業で、IPテレフォニーを基盤に様々
なアプリケーションを活用することで、場所や
組織にとらわれない柔軟なコミュニケーション
を実現し、生産性の向上や企業文化の変革
を進める動きが進んでいる。例えば、製造業
の場合、設計担当者や生産技術者、営業担
当者が異なる場所で業務を行っていたり、海
外の工場や現場で仕事をしていることも多く、
ミーティングに集まるための移動に時間がか
かり、コストも膨らんでしまう。ところが、IPネット
ワークを介したコミュニケーションが実現され
れば、無駄も解消され、メンバー同士がより密
接にコミュニケーションできるようになる。
　また、オフィスにおいても、フリーアドレスを採
用し、無線LANや無線IP電話が自由に使え
るユビキタスな環境を構築して組織の垣根を
越えたコミュニケーションを行うことができれば、
新しい着想を生み出したり、労働生産性の向
上を図ることができる。それを目標として、新し
く建設した本社ビルのコミュニケーション環境
を整備したのが石川島播磨重工業株式会
社（以下、IHI）だ。
　平成15年に創業150周年を迎えたIHIでは、
伝統を受け継ぎながら、重工業としての新た
なワークスタイルを実現できるインフラを装備し
た新本社ビルを建設した。そして、ワークスタイ
ルの革新のカギを握るIPコミュニケーションシ
ステムの構築はネットマークスが担当した。IP
コミュニケーションシステムとはIPテレフォニー

の導入で実現したIP基礎プラットフォーム上に、
業務アプリケーションも含めたあらゆるデータ
を連携させ、企業の生産性向上を長期的に
図ることのできるソリューションである。

　IHIでは新本社のオフィス機能のコンセプト
を「意思の疎通（コミュニケーション）」「決定
の迅速化（ディシジョン）」「自律・自己の責任（コ
ミットメント）」をキーワードに、いつでも、どこでも
働けるユビキタスなオフィスの実現を目指した。
また、グループ経営を行う同社では、グループ
会社間できちんとしたコミュニケーションがとれ
ないと事業が成り立たない。企業の枠を越え、
バーチャルにコミュニケーションができ、新本社
ビルを起点として、グループ全体に業務改革
を伴う意識変革を喚起することも方針だった。
「『効率化から差別化へ』をスローガンに、人
の情報の流れをよくし、時間とエネルギーを節
約して、戦略的な思考時間に振りあてていく
ことを目的にしました。また、前工程をしっかり
やれば後工程の手戻りがなくなるというフロン
トローディングの考え方を実践するために、オ
フィスは各階のレイアウトの共通化で大空間を
共有し、さらに、打合せスペースなど『協働の場』
を多数設置することで、遭遇の機会が創出さ
れる設計になっています。私の部署のミッショ
ンは、IT技術を利用して生産性を向上させる
オフィスを実現することにありました」というの
はIHIで情報システム部企画グループ部長代
理を務める高津氏。

　こうしたコンセプトのもと、2003年から建物
の設計に入り、その中でネットワークインフラと
コミュニケーション環境の設計作業も進めてい
った。「新本社ビルはグループの中心としてニ
ューヨークやロンドンなど世界中の拠点と常時
コミュニケーションするヘッドクォーターです。で
すから、24時間365日とまらないネットワーク、高
速な情報アクセス、そして場に依存しないワー
クスタイル、の3つを軸にシステム面での設計を
行いました」と説明するのはIHIグループの情
報システムの設計、構築、運用を担当するIHI
エスキューブでシステムセンター長（兼）システ
ム技術事業部副事業部長の役職にある室井
氏。
　一方、同社では数年前からIPコミュニケー
ションシステムの可能性に着目、PBXベースの
電話システムのIPテレフォニーへの切り替えを
進めてきた。2004年にはジェットエンジンを製
造する瑞穂工場、造船、航空関連、鉄構物を
製造する呉地区・3工場のPBXを撤去、IPテ
レフォニーに切り替え、現在両工場地区で
3000台のIPフォンを利用している。その流れ
の中で、今回新本社でもIPテレフォニーを導
入し、その上に音声・Web会議システムやIP-
TV会議システムなどIPコミュニケーションシス
テムの構築を決めた。

　設計コンセプトを決めた同社では、2005年3
月にIPコミュニケーションシステムの構築を行う
インテグレータとしてネットマークスを選んだ。同
社は1980年代末にシスコの機器を導入して
以来、ネットワーク機器はシスコで統一されて
いる。今回のIPテレフォニーも比較検討の結果、
シスコ製品に決めていた。その中で、ネットマー
クスが瑞穂工場と呉地区で3,000台規模のIP
テレフォニーの構築を担当したことから、ネット
マークスであれば、新本社の4,000台という大
規模なIPテレフォニーシステムの構築が可能
だと判断した。加えて、「単純にIPテレフォニー
とLAN構築だけであれば、他のベンダーでも
できたかもしれません。しかし、日本中の全拠

点をカバーして、ライブ中継や映像配信まで行
うIPコミュニケーションシステムを構築するには、
高度なノウハウとインテグレーション力が必要で
す。そこでネットマークスに決定したのです」と
室井氏は説明する。
　実際の構築作業が始まったのは2005年4月、
12月には建物の完成検査があるため、わずか
8ヶ月間でシステムの構築を終わらせる必要
があった。「新本社ビルを建設した大手デベ
ロッパとの調整も含めて、複雑で大規模なプロ
ジェクトでしたが、ネットマークスは高度なマネ
ジメント力を発揮して、よく完遂してくれたと思
います」と語るのはIHIで情報システム部企画
グループ課長代理でネットマークスとの窓口に
なった馬塚氏。
　完成した新本社ビルはデータセンターから
シスコ製スイッチで各フロアを10Gbpsの高速
LANで接続し、フロアの末端にはIPフォンを
つなぐ1Gbpsのポートを設置。無線LANと
ノートPCによるユビキタス環境が実現した。そ
して、IPコミュニケーションシステムでは、Cisco 
CallManagerと音声・Web会議システムCis-
co MeetingPlace、複数拠点でのビデオ会議
の画像をミキシングするCisco IP/VC MCU、
ユニファイドメッセージングサーバCisco Unity
を中核に、無線IPフォン600台弱を含むIPフォ
ン約4,000台が配置され、電話会議やビデオ
会議、Web会議、ユニファイドメッセージングが
整備された（図）。

　現在、新本社ビルで働く4,200名余りが使う

IPコミュニケーションシステムは順調に稼働し
ているが、2006年2月から3月の移転過程で、
同社が最も意識したのは社員に1日も早く、新
しいシステムに慣れてもらうことだった。移転前
には各部門の代表を集めて16回に及ぶ操作
説明会を行った。その上で、「移転後、今まで
の電話より使いにくいという評判が立ったので
は、グループ全体の次の展開にも支障をきたし
ます。ですから、ネットマークスに人員を配置し
てもらい、使い方が分からない場合には、現場
に行って教えるような特別な態勢を組みました」
と室井氏は語る。ネットマークスの対応について、
「ユーザの立場に立って、私たちが困っている
ことをよく理解し、対面でのサポートも含めて手
厚い対応をしてくれるので大変助かっています」
と語るのは馬塚氏だ。
　整備されたIPコミュニケーションシステムに
対する社員の期待は大きなものがある。海外
に多数のプロジェクトを抱える同社では、今ま
で本社とのやり取りは国際電話回線を通じて
行っていた。しかし、インターネットVPN経由で
やり取りすれば、大幅なコスト削減が可能にな
ることから、ソフトフォンを使いたいという要望が
多いという。また、MeetingPlaceによる音声・
Web会議や多地点間のビデオ会議の活用
ニーズも高いものがある。IHIでは今回の成果
の上に、PBXと古いLAN環境が残されている
国内拠点へのIPコミュニケーションシステム導
入を進め、支社・営業所間でのシームレスなコ
ミュニケーションができるようにする計画だ。さら
に、海外拠点も含めて3Dモデルなど大容量の
データを共有しながら、グローバルに業務を進
めることができるようなネットワーク環境の実現
を目指していく考えだ。

創業以来150年余の歴史を持ち、日本を代表する製造業として知られる石川島播磨重工業株式会社。同社は江東区豊洲に本社機能と設計機能、

機能分担関係会社が集積する新本社ビルを建設、同ビルは2006年4月に開業した。数年前から生産性向上のために、IPコミュニケーション

システムの導入を進めてきた同社では、新本社ビルにIPテレフォニーを基盤として、Web会議やビデオ会議システムなどによるIPコミュニケーション

システムを導入、新たなワークスタイルを実現し、企業文化の改革を推進しようとしている。
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E-mail:info@netmarks.co.jp

株式会社ネットマークス　マーケットコミュニケーション部

問い合わせ先

・2006年1月取材　・禁無断転載

石川島播磨重工業株式会社は嘉永6年（1853年）6月、浦賀沖への米国艦隊の黒船の来航を
きっかけに、江戸幕府が造船所建設を命じたことにより創業された。以来150年余、日本を
代表する企業として、造船からスタートした事業分野は、今では陸上機械、航空・宇宙、プ
ラント、エネルギー分野へと広がっている。資本金649億円、従業員数7,386名、関係会社
数159社。売上高6,083億円、連結売上高1兆890億円（平成17年3月期）
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新本社ビルのコミュニケーションシステム全体構成図
新本社ビル　2006年2月～ VoIP拠点

IPフォン拠点（呉・瑞穂）　2004年12月～

相馬工場　2006年4月～
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